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※上記の情報は、2024年12月10日時点の情報に基づきます。最新の情報はJAL Webサイトでご確認ください。

国際線

JALの最新情報

国際線:APEX受賞、北米線アップグレードキャンペーン、国際・国内線:Wi-Fi受賞
国内線:スキー＆スノーボードツアー，各地の様々なキャンペーンついてご紹介いたします。

詳しくはこちらをご覧ください

~世界最高水準の商品・サービス、エアライン ラウンジと認定されました~

APEX「WORLD CLASS」で2部門同時受賞

JALは、世界最高水準のエアライン・ラウンジであるとの認定を受け、10月30日にAPEX(*) 

「WORLD CLASS」とAPEX「WORLD CLASS LOUNGE」をダブル受賞しました。
(*) APEX(Airline Passenger Experience Association)は、北米を拠点にする世界最大のエアライン業界団体の一つ。
世界の航空会社、空港、エアライン関連サプライヤーなどが参加する非営利団体。

APEX「WORLD CLASS」は、社会の価値観が変化するポストコロナ時代におけるエアラインの
評価指標として2021年に設立され、専門家による搭乗監査とお客さまからの評価をもとに世界
最高水準のエアラインが認定されます。今年度より、新たに空港ラウンジ部門として「WORLD 
CLASS LOUNGE」が設立されたことで、空港から機内まで一貫した旅の体験として評価される
ようになりました。
●「WORLD CLASS」（機内）
エアラインの機内商品・サービスが評価対象で、世界で10社のみが認定されています。JALは今回で
4年連続での認定となりましたが、これは日本の航空会社としては唯一です。
●「WORLD CLASS LOUNGE」(ラウンジ）
航空会社・カード会社などの空港ラウンジを対象に今年新設された賞です。
羽田空港と成田空港のJAL国際線ファーストクラスラウンジが世界最高水準の
ラウンジと認定されました。日本の航空会社としては初の受賞です。

国際線/国内線 JALの機内Wi-Fiが東アジアNO.1に選ばれました

2024年11月20日、シンガポールで開催されたFTE/APEX Asia Expoにて
JALはAPEX「Best Wi-Fi in Eastern Asia」を受賞しました。
APEXが、コンカー社の旅程管理アプリであるTripItと提携し、アプリ上で600社以上の
エアラインを対象とし、100万以上のフライトの搭乗者から集計したアンケート結果をもとに
最も優れたエアラインが表彰されます。
JALは2018年から7期連続で地域内の「Best Wi-Fi」に選ばれています。

詳しくはこちらをご覧ください

~JALビジネスクラスで日本-北米間をオトクに快適に~ ※JFK/SFO/DFW/SANは対象外

JAL国際線アップグレード特典8000マイルバックキャンペーン

対象期間に日本－北米線のJAL国際線アップグレード特典（ビジネスクラスへのアップグレード）を利用してご搭乗されたJAL
マイレージバンク（JMB)全地区会員のお客さまを対象に、ご搭乗1回につきボーナスマイル8,000マイルをご搭乗の1か月～
2か月後ごろまでに積算（マイルバック）いたします。

※キャンペーン登録など、特別なお手続きは不要です。
※JAL国際線アップグレード特典空港当日申し込みサービスのご利用時は対象外です。
※ファーストクラス、プレミアムエコノミークラスへのアップグレードは対象外です。
※追加料金でのプレミアムエコノミークラス空港当日アップグレードなど、JAL国際線アップグレード特典のご利用以外の
アップグレードは対象外です。

■期間:2024年12月1日(日)～12月31日(日）(ご搭乗日）
※バンクーバー線は上記に加え2025年1月15日(水)~3月12日(水）も対象です。

※ニューヨーク、ダラス・フォートワース、サンフランシスコ、サンディエゴ線のご利用時は対象外です。

■対象のアップグレード:以下路線・便名の日本‐北米線のJAL国際線アップグレード特典のご利用
・東京(成田)-ボストン JL007/008       ・東京(羽田)‐シカゴ JL009/010
・東京(羽田)‐ロサンゼルス JL015/016 ・東京(成田)-ロサンゼルス JL061/062  
・大阪(関西)‐ロサンゼルス JL069/060 ・東京(成田)‐シアトル JL067/068
・東京(成田)‐バンクーバー JL017/018

国際線

https://www.jal.co.jp/jp/ja/121campaign/2024/ar-upgrade/
https://www.jal.co.jp/nl/ja/awards/


JAL スキー＆スノーボード 北海道/東北旅行・ツアー2024-2025国内線

宿泊期間 2024年12月1日（日）～2025年3月31日（月）
※施設・プランによって異なります

詳しくはこちらをご参照ください

JALスキー＆スノーボード おすすめポイント！
①早めのお申し込みがおトク！（早決めクーポン利用）
②色々ついておトクなゲレンデ満喫コース！
③雪道の運転の不安を解消！
④北海道限定！JALリゾートクーポン（電子クーポン）をご用意

スキー場へ行くならおトクがいっぱいのJALダイナミックパッケージで！

縁をつなぐ翼 JALだんだんキャンペーン in島根国内線

搭乗期間：
2024年12月1日（日）～2025年3月31日（月）
応募期間：
2024年12月6日（金）～2025年4月15日（火）

期間中、出雲発着路線のご搭乗2回ごとに
宿泊券や島根県の特産品を抽選でプレゼント！

詳しくはこちらをご参照ください

伊丹空港発 宮崎へ行こう！国内線

対象期間：2024年12月1日（日）～2025年2月27日（木）出発まで
              2025年2月28日（金）帰着分まで

往復伊丹空港＝宮崎空港を利用し、
指定の宿泊施設のご利用で、
3,000円（1名様につき）を
旅行代金から助成します！

助成の条件など
詳しくはこちらをご参照ください

※上記の情報は、2024年12月10日時点の情報に基づきます。最新の情報はJAL Webサイトでご確認ください。

https://www.jal.co.jp/jp/ja/domtour/jaldp/skisp/?utm_source=jaltimes&utm_medium=offline&utm_campaign=04_domdp
https://www.jal.co.jp/jp/ja/dom/campaign/izo-dandan/index.html
https://www.jal.co.jp/jp/ja/domtour/jaldp/furusato/itm_kmi/?utm_source=jaltimes&utm_medium=offline&utm_campaign=04_domdp
https://www.jal.co.jp/jp/ja/domtour/jaldp/furusato/itm_kmi/?utm_source=jaltimes&utm_medium=offline&utm_campaign=04_domdp


上記の情報は、2024年12⽉10⽇時点の情報に基づきます。最新の情報はJAL Webサイトでご確認ください。

2024年度 第16号

⽇本航空 ソリューション営業推進部

12⽉10⽇発行

JAL Times

GSTC 国際基準に沿った、サステナブルツーリズムを推進

移動を通じた関係・つながりを創出し、社会課題の解決に寄与します

GSTCに関するJALの詳しい
取り組みについてはこちら

◆サステナビリティの取り組みの証明：Googleトラベル、ブッキングドットコム、楽天トラベルなどの有力な
OTA(オンライントラベルエージェント)がサステナビリティの取り組みの証明として「サクラクオリティグリーン」
を採用し、検索条件として活用
◆顧客からの信頼獲得と選考性の向上：持続可能な観光を重視する顧客からの支持が拡大
◆運営コスト削減効果と効率性の向上：エネルギーや水の効率的な利用、廃棄物の削減などを促進
◆地域コミュニティとのパートナーシップ強化：地元の文化や伝統を尊重し、地域経済に貢献
◆人材の確保と離職防止：従業員の満足度を向上させ、採用競争力を強化

JALは、2023年9⽉に持続可能な旅行および観光のための国際基準を制定・管
理するグローバル・サステナブル・ツーリズム協議会(Global Sustainable Tourism 
Council、以下「 GSTC」)にエアライングループとして世界で初めて加盟し、すべての
お客さまにとって「持続可能な観光」を推進しています。

＜サクラクオリティマネジメント社との提携＞
JALは、⽇本で宿泊施設の品質認証制度・品質向上プログラムを手掛ける株式会社サクラクオリティ

マネジメントと提携し、GSTC認定基準に準拠した基準(サクラクオリティグリーン)を使用してJAL監査員
による各宿泊施設への訪問と持続可能性の厳格な評価・認証を行っています。2024年11⽉現在、
国内における約140施設の監査を実施し、海外施設からも監査依頼を受けています。

＜評価・認証の4項目＞
①持続可能なマネジメント
持続可能な観光を推進するための明確な方針と計画を策定し、法令を遵守しながら、定期的にモニ
タリングと評価を行っているか。

②社会経済の影響
地元の雇用創出や経済活動の活性化を通じて地域社会に貢献し、公正な労働条件を提供しなが
ら、文化遺産や伝統を尊重し、保護しているか。

③文化的影響
地域の文化や伝統を尊重し、観光活動がそれらを損なわないようにしつつ、観光客に対して地域の文
化や歴史についての教育を行い、理解を深めているか。

④環境的影響
エネルギーや水資源の効率的な利用を推進し、廃棄物の削減やリサイクルを行いながら、自然環境の
保護と生物多様性の維持に努めているか。

※11⽉にシンガポールで開催された
GSTC監査員トレーニングの様子

＜宿泊施設がサクラクオリティグリーンによる評価を得るメリットとは?＞

https://www.jal.com/ja/sustainability/certification-system/gstc/
https://www.gstcouncil.org/about/?lang=ja
https://www.sakurastay.com/
https://www.sakurastay.com/
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